
− 335 −

福島会場アンケート
集 計 結 果
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職業構成

１ 年齢構成

① 20歳未満 2 人
② 20歳代 2 人
③ 30歳代 4 人
④ 40歳代 18 人
⑤ 50歳代 33 人
⑥ 60歳以上 117 人
年齢不詳 1 人

①20歳未満 1%
②20歳代 1%

③30歳代 2%
④40歳代 10%

⑤50歳代 19%⑥60歳以上
66%

年齢不詳 1%

２
① 学生 2 人
② 会社員 19 人
③ 公務員 17 人
④ 自営業 25 人
⑤ その他 110 人
無回答 4 人

④自営業
　14%

①福島県内
　90%

②県外 10%

③公務員 10%

⑤その他 62%

無回答 2%

住まい３
① 福島県内 159 人
② 県外 18 人

本シンポジウムを知ったきっかけ（複数回答）４
① 新聞広告 63 人
② チラシ 8 人
③ インターネット 44 人
④ メールマガジン 12 人
⑤ 知人・家族 35 人
⑥ その他 46 人
無回答 2 人

①学生 1%
②会社員 11%

本シンポジウムについて５

① 大変満足 91 人
② まあ満足 61 人
③ やや不満足 3 人
④ 大変不満足 1 人
無回答 21 人

①大変満足
　51%

②まあ満足
　34%

③やや
不満足

2%

④大変不満足 1%
無回答 12%

（１）全体満足度

0

10

20

30

40

50

60

70

80

63

8

44

12

35

2
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 無回答

46
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（2）自由記入欄より

太郎さん、とてもいい演奏でした。また会って聴きたいです。ありがとうございました。！！
阿部光裕さんの“覚悟”は、なるほどと思いました。児玉さんの提案を、国は真剣に受け止めて焼却を進めて
ほしい。金子さんの活動、共感しました。今後とも続けてください。
児玉先生のお話がとても良かったです。難しいと思われる話をとても分かりやすく、そして今後に向けての筋
道を示して下さり非常に心強かったです。
常円寺御住職の行動力と発信力に被災者として、心強い思いを抱いています。児玉先生の実数値を提示しての
お話は、説得力があり、信頼しております。今後も継続して科学的見地からの御助言、御支援をお願いいたし
ます。
阿部光裕住職の放射能への怒りの感情が伝わってきた。。。。。私達は被災者なのに“ガンバッペ”と言わされて
いる。人権ってナニ？と、今日も実感できず参加してみた。児玉先生は科学者として、今回も被曝者に沿って、
本当の事を言って下さる先生と感じた。大人がセシウムを貯めていると言われた事には驚いた。筒井先生の東
電や政府から賠償して貰っていない、それもストレスの因かも・・・全く同感です。
パネル討論を聞いていて知らない事が、沢山あり正直驚いている。県内に居ながらにして、こうだから、まし
て県外の人は？？この様な知識人の話を聞くチャンスが少ない。機会があったら、また参加したい。
４名のパネラーがそれぞれの立場で、分かりやすく述べられ大変良かった。これから自分が復興のために何を
なすべきか。。。。一つの指針を与えてもらった気がする。
内容が違うそれぞれの演目を、パネリストの方々は、分かりやすく話され、とても為になりました。物的被害
はなんとかなりますが、心的被害は、その人でないとなかなか分からず、お話を聞いて「れんげの会」の活動は、
胸につまることがたくさんありました。一人一人の心の復興は長い道のりだと痛感しました。
被災地の人間として、正しい情報を聞き、考えを正していく良い機会となりました。穢れたものという意識が
固くつくられる前に除染によって、少しでもきれいにしていく努力が必要であること。分かりやすいテーマです。
内容が良かったと思います。

本シンポジウム参加以前に、人権問題についてどのくらい関心や理解があったか６
① おおいにあった 78 人
② 少しはあった 78 人
③ まったくなかった 8 人
無回答 13 人

①おおいに
　あった
　44%

③まったく
　なかった 5%

無回答 7%

②少しはあった
　44%

①大変
　深まった
　46%

②まあ深まった
　34%

③あまり深ま
　らなかった 

　2%

④まったく深まら
　なかった 1%

⑤無回答 17%

本シンポジウムに参加して、人権問題についての関心や理解は深まったか７
① 大変深まった 81 人
② まあ深まった 60 人
③ あまり深まらなかった 4 人
④ まったく深まらなかった 2 人
無回答 30 人

※主な回答を抜粋
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②知らなかった
48%

①知っていた 
　41%

今回のシンポジウムを開催して、おしまいではなく「福島と人権」と言われていることは、現在進行中であり、
今後、数年して出てくる問題もあるかと思います。今回、意見として出たものを日本全国の人に広める（学校
の道徳の授業で扱うなど）活動をしてほしい。
人権と言うと、難しいことかと構えていましたが、とても身近で、普通に生きていく上での最低限の権利だと
いうことが分かりました。色々ありますが、福島が大好きな福島県民として参加しました。
人権の問題は、自分や身近な方が関わることがないと、どうしても他人事になってしまいます。時々、今回の
ようなイベントに参加することは、改めて人権について考える機会となり良いと思います。また、福島の方々
の気持ちが、少しかもしれませんが感じる事ができました。
いじめや体罰など大きな社会問題になっていますが、本県の場合、大きな人権問題が忘れ去られないように、
いろいろな場面での啓発・学習が必要と感じました。今回の開催は冬季で悪路なので、休憩時間を縮めるなど
して、早目に終了するような臨機応変の措置ができれば良かったと思います。
人権啓発事業の大切さは、分かっていましたが、内容については受身的なので、今後もこのようなシンポジウ
ムがあれば、時間をとって参加したいと思いました。
東北から離れた場所で開催されたシンポジウムと比べ、参加者の受け止め方が違うような感じがした。児玉さ
んの具体的な内容は多くの場で伝えてほしい。今まで３回参加したが、今回がいちばん内容が良かったと思い
ます。

今回のシンポジウムについてのご意見や今後開催して欲しいテーマなど（自由記入）10

国や地方自治体が、広く人権啓発事業を行っていることは知っていたか９
① 知っていた 73 人
② 知らなかった 85 人
無回答 19 人

無回答 11%

※主な回答を抜粋

本シンポジウムに参加して、何か行動しようと思ったか（複数回答）８
① 当事者支援を行いたい 28 人
② 人権問題に関心を持ち、偏見を持ったり、差別をしない
　 ようにしたい 74 人

③ 人権問題について、もっと知識を深めたり、勉強したり
　 する機会を持ちたい 70 人

④ 今回のイベントの内容を、友達や家族に説明し、話し合
　 いたい 64 人

⑤ ほかの人権問題に関するイベントにも、機会があれば参
　 加したい 58 人

⑥ その他 14 人
無回答 22 人

28

74 70
64

58

22

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 無回答

14
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福島会場  広報内容

№ 事　　項 実施内容

1 新聞広告 ◦福島民報及び福島民友に新聞広告（半５段）を掲載。掲載日は、
平成25年１月12日。

　　※新聞広告の掲載内容等については、341ページ参照。

2 TV広告 ◦福島放送で15秒CMを10本放送（フリースポット）。平成25年
１月９日～１月14日の期間。

◦福島放送で30秒パブリシティ CMを１回放送。

3 広報用チラシの配布 ◦広報用チラシを関係機関等に配布、掲出を依頼。
福島地方法務局（2,000部）
全国の法務局・地方法務局（980部）※福島地方法務局を除く
福島県（2,000部）
福島市（1,200部）
福島県内市町村（580部）※福島市を除く
会場近隣都道府県（60部）
会場近隣政令市（20部）
後援団体（570部）
全国の人権啓発企業連絡会、経済団体（160部）
シンポジウム実施会場（50部）
福島県立盲学校等8団体（80部）
福島市内の仮設住宅（140部）　ほか

　　※チラシ印刷部数：7,620部

4 イベント情報サイトへの
広報記事掲載

◦インターネット上のイベント情報サイトに広報記事を投稿、
掲載。ボラ市民ウェブ、WAM NET（ワムネット）など計７
サイトに掲載。

5 メールマガジンの配信 ◦本シンポジウムの開催を案内するメールマガジンを計３回配
信。

6 人権ライブラリーホーム
ページへの広報記事掲載

◦人権ライブラリーホームページのイベント情報コーナーに広
報記事を掲載。

7 人権センターホームペー
ジへの広報記事掲載

◦人権センターホームページのイベント情報コーナーに広報記
事を掲載。

8 バス広告 ◦福島市内を走る福島交通バス135台に広報ポスターを掲出。掲
出期間は、平成25年１月10日（木）～ 19日（土）。

9 新聞折込 ◦福島民報及び福島民友を購読している中通り地区の計71,750世
帯に広報チラシを配布。

広報実績
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福島民報　平成25年１月12日　朝刊掲載
エリア：福島県 
部　数：247,463部
福島民友　平成25年１月12日　朝刊掲載
エリア：福島県 
部　数：179,389部

福島放送　スポットCM（15秒）
平成25年１月９日～ 1月14日　放送
10本放送（フリースポット）
※上記以外に、福島放送パブリシティ１回（30秒）
　を実施。
　平成25年１月９日　放送

新聞・ＴＶ広告

法務省人権擁護局・全国人権擁護委員連合会
法務省人権擁護局ホームページ　
http://www.moj.go.jp/JINKEN/

人権啓発活動ネットワーク協議会ホームページ
http://www.moj.go.jp/jinkennet/

YouTube 法務省チャンネル
http://www.youtube.com/MOJchannel

ひとりで悩まずにご相談ください
いじめ、虐待、パートナーからの暴力、差別的扱い、プライバシー侵害、
名誉毀損などの人権侵害を受けたり、見たりしてお悩みのときは
お気軽にご相談ください。相談は無料、難しい手続きは必要ありません。

相談受付時間：平日 午前8時30分～午後5時15分（土・日・祝日を除く）

http://www.moj.go. jp/JINKEN/ jinken113.html
http://www. jinken.go.jp/soudan/mobile/001.html

全国共通フリーダイヤル
子どもの人権110番 女性の人権ホットライン

0120-007-110 0570-070-810
ゼロ  ナナ ゼロ の ハートラインぜろ ぜろ なな の ひゃくとおばん

みんなの人権110番

0570-003-110
ゼロゼロみんなのひゃくとおばん

イ ン タ ー ネ ッ ト
人権相談受付窓口 インターネット人権相談

全国共通ナビダイヤル全国共通ナビダイヤル

震災と人権
一人一人の心の復興を目指して

1月19日（土）2013年日時

会場

午後1時30分～午後5時30分（予定）

福島テルサ・FTホール
〒960-8101 福島県福島市上町4-25

お申込み・
問合せ先

公益財団法人 人権教育啓発推進センター「人権シンポジウム in 福島」事務局

03-5777-1802  
03-5777-1803

event2012@jinken.or.jp
http://www.jinken.or.jp

パソコン

携帯電話 FAX

TEL
ホームページ

E-mail

●福島駅より徒歩10分 ●福島西ICより車で20分 ●福島飯坂ICより車で15分

〒105-0012　東京都港区芝大門2-10 -12　KDX 芝大門ビル4F

人権シンポジウム in 福 島

なや　　　　　　　　　　　　　　　 そう   だん

人権ライブラリーは、人権に関する図書・ビデオ・DVD・展示パネルや地方公共団体が作成した啓発資料などを収集し、幅広く提供している図書館です。

人権ライブラリー ( 公益財団法人 人権教育啓発推進センター併設) 開館時間：平日午前9時30分 ～午後5時30分 （土・日・祝日・年末年始は休館）
〒105-0012  東京都港区芝大門2-10-12 KDX芝大門ビル4F  TEL.03-5777-1919  h t t p : //www. j i n k e n - l i b r a r y. j p

人権イメージキャラクター
人  KEN まもる君

人権イメージキャラクター
人 KEN あゆみちゃん

考えよう
相手の気持ち

みんなで築こう人権の世紀
育てよう

思いやりの心

かんが

き ず 　 　 　 　 　  じ ん   け ん 　 　   せ い 　  き

じ ん  　  　 　  け ん 　 　  　 し ゅ う 　 　  　 か ん

じん  けんあい   て　　　　  き 　  も

そだ

おも　　　　 　　　　　　  こころ

12月10日は人権デーです。

人権週間
福島県庁
東分庁舎

福島警察署
大原綜合病院

J
R
福
島
駅

東
北
新
幹
線

東
北
本
線

阿武隈川

ホテルクラウン
ヒルズ福島

福島市
資料展示室

中国
料理

福島センター
ビル

福島テルサ

あずま
陸橋東

第64回

12月4日～10日
●主催：法務省・全国人権擁護委員連合会・福島地方法務局・福島県人権擁護委員連合会・公益財団法人 人権教育啓発推進センター
●後援：福島県・福島市ほか

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

【パネリスト】　阿部　光裕 （常圓禅寺住職）
金子 久美子 （福島れんげの会代表）
児玉　龍彦 （東京大学アイソトープ総合センターセンター長、東京大学先端科学技術研究センター教授）
筒井　雄二 （福島大学共生システム理工学類人間支援システム専攻教授、
　　　　　　　   福島大学子どもの心のストレスアセスメントチーム代表）

【コーディネーター】　横田　洋三 （公益財団法人人権教育啓発推進センター理事長）

全国の地方公共団体等が作成した人権啓発資料／人権啓発パネル（平成23年度制作）／
被災地の子どもたちが作った紙芝居＆メッセージ   ほか資 料 展 示

東日本大震災から間もなく２年が経過しようとしています。被災地福島の被害は目に見えるものだけではありません。
福島の現状を見つめ、真の復興のために、今後どう取り組んでいけばよいか、皆様と一緒に考えたいと思います。
皆様のご来場をお待ちしております。※シンポジウムのほかに、イベントを予定しています。

入場無
料

定員45
0名

事前申
込制

先着順

YouTube 法務省チャンネル

腹話術師「いっこく堂」さんの人権啓発デジタル
コンテンツを動画共有サイト「YouTube」で
ご覧になれます。

●朝日新聞 全5d 12月2日朝刊掲載（382mm×170mm） 2012.11.27

平成24年12月２日（日）の毎日新聞・朝
刊において、人権週間の広報記事ととも
に、人権シンポジウム in 福島の告知記事
が掲載された。
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会場風景

人権シンポジウム in 福島の模様は、YouTube人権チャンネルにおいて、動画を配信した。
http://www.youtube.com/jinkenchannel

コーディネーターを務めた
横田洋三さん

増田太郎さんのトーク＆コンサート

筒井雄二さんの基調報告

児玉龍彦さんの基調報告金子久美子さんの基調報告阿部光裕さんの基調報告

YouTube人権チャンネル

福島会場  実施内容の周知
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採録記事

平成25年２月24日（日）の朝日新聞・朝
刊において、人権相談窓口等の広報記事
とともに、人権シンポジウム in 福島の
採録記事（上10段）と広告（下５段）が
掲載された。※カラー

平成25年２月24日（日）の毎日新聞・朝
刊において、人権相談窓口等の広報記事
とともに、人権シンポジウム in 福島の
採録記事（上10段）と広告（下５段）が
掲載された。※モノクロ
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新聞広告の効果測定結果　朝日新聞
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新聞広告の効果測定結果　毎日新聞
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